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高
梅
の
競
争
力
が
梅
産
地
と
し
て
の
み
な

べ
町
を
発
展
に
導
い
た
。

み
な
べ
町
は
伝
統
食
品
、伝
統
産
業（
梅

干
し
と
備
長
炭
）
で
栄
え
て
い
る
。
今
日

の
み
な
べ
町
の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
の

は
４
０
０
年
前
、
梅
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ

た
江
戸
時
代
初
め
で
あ
る
。

17
世
紀
、
紀
州
田
辺
藩
は
以
前
か
ら

あ
っ
た
「
や
ぶ
梅
」
に
着
目
し
、
米
の
育

た
な
い
や
せ
地
や
山
の
斜
面
を
免
税
地
に

し
て
年
貢
を
軽
減
し
、梅
栽
培
を
広
げ
た
。

明
治
時
代
に
は
生
糸
が
盛
ん
に
な
り
、
梅

は
桑
に
植
え
替
え
ら
れ
、
梅
林
は
他
地
区

に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
も
あ
る
。

１
９
０
１
年
（
明
治
34
）、
内
中
源
蔵

翁
が
山
４
ha
を
開
墾
、梅
加
工
場
を
設
け
、

梅
の
生
産
か
ら
加
工
ま
で
一
貫
し
た
商
品

化
に
成
功
。
02
年
（
明
治
35
）、
高
田
貞

紀
伊
半
島
の
南
西
部
に
位
置
す
る
、
み

な
べ
町
は
梅
の
里
で
あ
る
。
和
歌
山
県
の

梅
収
穫
量
は
全
国
シ
ェ
ア
65
％
（
み
な
べ

町
だ
け
で
30
％
）
に
達
す
る
。
み
な
べ
町

（
人
口
約
１
万
２
０
０
０
人
）
は
全
国
一
、

二
を
争
う
梅
産
地
だ
。
町
の
就
業
者
の
７

割
は
梅
産
業
（
加
工
等
を
含
む
）
に
就
い

て
い
る
。
も
う
一
つ
の
産
業
「
備
長
炭
」

も
全
国
一
で
あ
る
。
炭
焼
き
職
人
に
よ
る

山
（
薪
炭
林
）
の
管
理
が
、里
山
（
梅
林
）

を
健
全
な
状
態
に
保
っ
て
い
る
。

南
高
梅
の
発
見

実
が
大
き
く
、
美
し
い
紅
の
か
か
る

「
南な
ん

高こ
う
う
め梅

」
は
、
み
な
べ
町
が
発
祥
の
地

で
あ
る
。
南
高
梅
は
皮
が
薄
く
て
柔
ら
か

く
、
果
肉
は
厚
く
、
梅
干
し
用
梅
の
最
高

級
品
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
南

楠
が
粒
が
大
き
く
豊
産
で
美
し
い
紅
を
か

け
る
優
良
種
を
１
本
発
見
し
た
。
高
田

梅
（
の
ち
の
南
高
梅
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

門
外
不
出
で
あ
っ
た
が
、
31
年
（
昭
６
）、

小
山
貞
一
が
接
ぎ
木
育
苗
で
増
殖
さ
せ
、

地
域
に
普
及
し
た
。

50
年
（
昭
25
）、
郷
内
で
栽
培
さ
れ
て

い
た
１
１
４
種
類
の
梅
の
中
か
ら
、
５
年

の
歳
月
を
費
や
し
て
最
優
良
品
種
の
選
抜

を
実
施
、
高
田
梅
ほ
か
６
種
が
優
良
母
樹

に
選
定
さ
れ
、
54
年
、
母
樹
選
定
調
査
に

深
く
か
か
わ
っ
た
南み
な
べ部
高
校
園
芸
科
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
、
同
校
の
愛
称
に
因
ん

で
、高
田
梅
を
「
南
高
」
と
命
名
し
た
（
種

苗
名
称
登
録
は
65
年
）。
こ
う
し
た
前
史

の
あ
と
、
産
業
と
し
て
本
格
的
に
発
展
し

た
の
は
60
年
代
以
降
で
あ
る
。

直
径
４
～
５
㎝
の
大
粒
で
肉
厚
、

数
百
年
以
上
続
い
た
持
続
可
能
な
農
業
を
実
践
す
る
地
域
が
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
制
度
）。
い

か
に
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
農
業
に
な
っ
た
か
。
そ
の
秘
訣
を
探
り
た
い
。

紀
伊
半
島
の
み
な
べ
・
田
辺
地
域
は
、
梅
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
豊
か
な
農
村
に
発
展
し
て
い
る
が
、
梅
の
新
品
種
栽
培
・
加

工
の
“
技
術
革
新
”
が
高
品
質
な
「
南
高
梅
」
を
生
み
、
４
０
０
年
も
持
続
可
能
な
農
業
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

梅
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

持
続
的
農
業
と
生
態
系
を
保
全

和
歌
山　

み
な
べ・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
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第 1回 叶  芳和

写真1：�紅のかかる南高梅（写真提供：みな
べ町うめ課）

新連載 世界 を訪ねて農業遺産

梅
と
備
長
炭
の
日
本
一
の
産
地
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／第 1 回 

和歌山 みなべ・田辺の梅システム
世界 を訪ねて農業遺産

現
状
、
み
な
べ
町
の
観
光
客
数
は
年
間
、

宿
泊
客
18
万
人
、
日
帰
り
客
49
万
人
で
あ

る
が
、
ま
だ
世
界
遺
産
効
果
は
大
き
く
は

な
い
。

こ
の
４
０
０
年
も
持
続
し
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
農
業
に
な
っ
た
秘
訣
は
何
か
。
産

業
論
の
立
場
か
ら
、
世
界
農
業
遺
産
認
定

を
検
証
し
て
み
た
い
。

シ
ェ
ア
30
％
ま
で
上
昇

日
本
の
米
消
費
量
は
１
９
６
０
年
度
の

１
０
３
４
万
ｔ
か
ら
、
２
０
１
９
年
度

６
６
９
万
ｔ
に
減
っ
た
。
１
人
当
た
り
年

間
消
費
量
は
１
１
５
㎏
か
ら
、
53
㎏
に

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
南
高
梅
は
、
南
部
郷
で
長

い
年
月
の
研
究
の
末
に
た
ど
り
つ
い
た
最

高
級
品
種
で
、
紀
州
み
な
べ
の
梅
干
し
の

原
料
と
な
っ
て
い
る
。
み
な
べ
町
で
は
梅

の
８
割
を
占
め
、
梅
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
馳
せ
て
い
る
。          

世
界
農
業
遺
産
認
定

南
高
梅
で
栄
え
る
こ
の
地
域
は
、
国
連

食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
始
め
た

「
世
界
農
業
遺
産
」（G

IA
H

S: G
lobally 

Im
portant A

gricultural heritage 
System

s

）
に
認
定
さ
れ
た
（
２
０
１
５

年
）。
隣
の
田
辺
市
を
含
み
、
人
口
約

７
万
５
０
０
０
人
、
梅
の
栽
培
面
積

４
１
０
０
ha
、
生
産
量
６
万
ｔ
の
地
域
で

あ
る
。
シ
ス
テ
ム
名
は
「
み
な
べ
・
田
辺

の
梅
シ
ス
テ
ム
」。
世
界
農
業
遺
産
は
各

地
の
伝
統
的
な
農
業
・
農
村
の
文
化
や
景

観
、
農
業
生
物
多
様
性
に
富
む
生
態
系
を

次
世
代
へ
保
全
・
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
現
在
、
日
本
で
は
11
地
域

が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
は
、

４
０
０
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
持

続
可
能
な
梅
を
中
心
と
す
る
農
業
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
当
地
域
の
里
山
は
礫
質
で
崩

れ
や
す
い
が
、
薪
炭
林
を
残
し
つ
つ
、
里

山
の
斜
面
に
梅
林
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

水
源
涵
養
や
崩
落
防
止
等
の
機
能
を
持
た

せ
な
が
ら
高
品
質
の
梅
を
生
産
し
て
い

る
。
ま
た
、
梅
の
多
く
は
自
家
受
粉
で
き

な
い
た
め
、
薪
炭
林
に
棲
む
ニ
ホ
ン
ミ
ツ

バ
チ
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
梅
と
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

と
の
共
生
関
係
、
梅
林
と
薪
炭
林
が
山
を

守
り
生
態
系
を
保
全
し
て
い
る
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
わ
け
だ
。

人
々
の
そ
う
し
た
活
動
は
、
農
業
生
産

だ
け
で
な
く
、
生
物
多
様
性
、
独
特
の
景

観
、
農
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
み
な
べ
町

に
あ
る
南
部
梅
林
は
、「
一
目
百
万
、
香

り
十
里
」
と
称
さ
れ
る
日
本
最
大
の
梅
林

で
あ
る
。
果
実
採
取
用
で
あ
っ
て
観
梅
用

で
は
な
い
が
、
開
花
シ
ー
ズ
ン
に
は
一
般

公
開
さ
れ
、
毎
年
２
月
に
は
観
梅
客
で
賑

わ
う
。
世
界
農
業
遺
産
認
定
が
「
観
光
資

源
」
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

減
っ
た
。「
日
の
丸
弁
当
」
も
消
え
た
。

梅
は
し
ょ
っ
ぱ
い
、
ご
飯
と
共
に
あ
る
も

の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
る
と
、
梅
も

斜
陽
産
業
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
み
な
べ
町
の
梅
生
産
の
動

向
は
違
っ
た
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、

１
９
６
０
年
の
み
な
べ
町

梅
生
産
量
は
３
０
０
０

ｔ
、
80
年
６
０
０
０

ｔ
、
90
年
１
万
９
０
０
０

ｔ
、
そ
し
て
２
０
１
８
年

３
万
３
９
０
０
ｔ
で
あ

る
。
２
０
０
０
年
代
に

入
っ
て
、
増
勢
が
弱
ま
り

３
万
ｔ
水
準
で
推
移
し
て

い
る
が
、
米
の
消
費
動
向

等
に
比
較
す
る
と
健
在

で
あ
る
。
栽
培
面
積
も
、

１
９
６
０
年
の
２
５
８
ha

か
ら
、
90
年
１
２
８
８

ha
、
現
在
２
１
７
０
ha
と

増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
み
な
べ
町
の

梅
産
業
の
競
争
力
の
賜
物

だ
。
和
歌
山
県
外
の
梅
生

江戸時代初17C 紀州田辺藩主、梅栽培奨励（「やぶ梅」）

1901（明治 34） 内山源蔵　4ha 開墾、梅加工場建設

1902（明治 35） 高田貞楠　紅品種発見（のちの南高梅）

1931（昭和 6） 小山貞一　接ぎ木苗、地域普及

1950（昭和 35） 114 品種から6 種、優良母樹選抜

1954（昭和 29） 高田梅を「南高」と命名

1965（昭和 40） 種苗名称登録

表1：南高梅の歴史

注：みなべ町資料から整理。

図1:梅生産量の推移
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出所:農水省「作物統計調査」及び「市町村別データ」。

み
な
べ
町
「
梅
産
業
」
の
高
い
競
争
力
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産
量
は
１
９
６
０
年
の
３
万
７
０
０
０
ｔ

か
ら
、
90
年
代
後
半
６
万
ｔ
近
く
ま
で
増

え
た
が
、
今
は
３
万
ｔ
に
減
っ
た
。
日
本

の
梅
消
費
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

み
な
べ
の
南
高
梅
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
み
な
べ
町
梅
の
全
国
シ
ェ
ア

は
、
１
９
６
０
年
の
６
％
か
ら
、
90
年

19
％
、
２
０
０
０
年
25
％
、
現
在
30
％
と

上
昇
し
た
。
南
高
梅
の
競
争
力
の
成
果
で

あ
る
。
隣
の
田
辺
市
を
含
め
る
と
、
紀
州

南
高
梅
の
全
国
シ
ェ
ア
は
60
％
に
達
す

る
。米

消
費
減
少
の
中
で
、
梅
は
意
外
に
健

在
。
こ
れ
は
“
健
康
食
品
”
と
い
う
評
価

が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

梅
は
昔
か
ら
身
体
に
良
い
食
べ
物
と
い

わ
れ
て
き
た
。
大
学
等
研
究
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
研
究
に
よ
る
と
、
梅
に
は
カ
リ

ウ
ム
（
高
血
圧
予
防
）、
β
－
カ
ロ
チ
ン

（
抗
酸
化
作
用
）、
エ
ボ
キ
シ
リ
オ
ニ
レ
シ

ノ
ー
ル
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
）、

ク
エ
ン
酸
（
高
血
圧
予
防
、
疲
労
回
復
、

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
等
）、
オ
レ
ア
ノ
ー

ル
酸
（
糖
尿
病
予
防
）、
シ
リ
ン
ガ
レ
シ

ノ
ー
ル
（
胃
が
ん
予
防
）、バ
ニ
リ
ン
（
脂

肪
燃
焼
）
が
含
ま
れ
て
い
る
（
み
な
べ
町

役
場
資
料
か
ら
）。
現
代
人
の
健
康
志
向
、

自
然
志
向
に
合
っ
た
食
材
と
い
え
よ
う
。

梅
は
産
業
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
ピ
ー

ク
は
過
ぎ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
機
能
性
食

品
と
し
て
の
期
待
は
大
き
い
。

み
な
べ
町
勢
の
異
常
値

梅
の
里
・
み
な
べ
町
の
デ
ー
タ
を
分
析

す
る
と
、“
異
常
値
”
が
出
て
く
る
。
就

業
人
口
を
見
る
と
、
１
次
産
業
比
率
が

36
％
と
高
い
（
和
歌
山
県
９
％
、
全
国

４
％
）。
純
農
村
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。

通
常
、
農
林
業
の
割
合
が
高
い
と
経
済

成
長
率
が
低
く
、
人
口
減
少
も
大
き
い
。

し
か
る
に
１
９
９
５
年
～
２
０
１
５
年
の

人
口
増
減
を
み
る
と
、
み
な
べ
町
の
減
少

率
は
20
年
間
で
14
・
5
％
減
で
あ
り
、
比

較
的
小
さ
い
（
表
２
）。

都
市
部
を
含
む
和
歌
山
県
全
体
に
比
較

す
る
と
、
減
少
率
が
少
し
大
き
い
が
、
日

高
郡
の
中
で
は
小
さ
い
（
み
な
べ
町
を
除

く
日
高
郡
は
23
％
減
少
）。
１
次
産
業
比

率
が
大
き
い
割
に
は
人
口
減
少
率
は
小
さ

い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
農
家
の
高
齢
化
問
題
も
、
比
較

的
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
農
林
業
は
全
国

ど
こ
へ
行
っ
て
も
農
家
の
高
齢
化
、
後
継

産
業
組
織

み
な
べ
町
の
梅
産
業
は
、
梅
生
産
者
、

梅
干
し
加
工
業
者
、
流
通
業
者
、
段
ボ
ー

ル
等
資
材
業
者
か
ら
な
り
、
就
業
人
口
の

７
割
は
梅
産
業
に
就
い
て
い
る
。

者
不
足
が
大
き
な
話
題
で
あ
る
が
、
み
な

べ
町
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢

は
若
い
（
表
３
）。
２
０
１
５
年
現
在
、

み
な
べ
町
は
60
・
４
歳
で
あ
り
、
和
歌
山

県
65
・
４
歳
、
全
国
平
均
67
歳
に
比
べ
、

か
な
り
若
い
。
梅
産
業
が
発
展
し
、
後
継

者
が
い
る
か
ら
だ
。
日
本
の
農
村
と
し
て

は
元
気
な
地
域
だ
（
注
１
）。

確
か
に
、
み
な
べ
町
で
も
、
農
家
の
後

継
者
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
全
国
に
比
較
す
る
と
、
今
ま
で
は
深

刻
で
は
な
い
。
今
後
の
問
題
で
あ
る
。

注
１
：
農
業
の
発
展
地
域
ほ
ど
後
継
者
が
お

り
、
平
均
年
齢
は
若
い
が
、
市
町
村
別
農
業
産

出
額
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
比
較
し
て
も
、
み
な

べ
町
農
家
の
平
均
年
齢
は
遜
色
な
い
。
農
業
産

出
額
１
位
は
花
卉
園
芸
が
盛
ん
な
愛
知
県
田
原

町
で
あ
る
が
、
田
原
町
の
基
幹
的
農
業
従
事
者

の
平
均
年
齢
は
59
・
８
歳
、
２
位
の
新
潟
市

65
・
６
歳
、
３
位
茨
城
県
鉾
田
市
59
・
４
歳
、

４
位
青
森
県
弘
前
市
62
・
９
歳
、
５
位
静
岡
県

浜
松
市
68
・
３
歳
で
あ
る
。
み
な
べ
町
の
平
均

年
齢
の
若
さ
は
、
梅
農
業
の
発
展
を
示
唆
し
て

い
る
。

梅
生
産
者
は
１
３
０
１
戸
（
現
在
）、

家
族
経
営
で
あ
る
。
栽
培
規
模
は
１
ha
が

典
型
で
あ
る
。
青
梅
で
出
荷
す
る
ケ
ー
ス

と
、
塩
漬
け
＋
天
日
干
し
（
白
干
し
梅
、

塩
分
20
％
）
で
加
工
業
者
に
出
荷
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
後
者
の
割
合
が
多
い
。

みなべ町 日高郡 和歌山県南部川村 南部町
1995 14,907 6,663 8,244 65,083 1,080,435
2000 14,734 6,626 8,108 64,146 1,069,912
2005 14,200 6,232 7,968 57,682 1,035,969
2010 13,470 5,750 7,720 54,602 1,002,198
2015 12,742 5,396 7,346 51,544 963,579
2015/95 -14.5 -19.0 -10.9 -20.8 -10.8 

販売農家の
市町村別平均年齢

耕種農業産出額
上位市町村の平均年齢

みなべ町 60.4 1 田原町 59.8 
印南町 63.4 2 新潟市 65.6 
美浜町 66.0 3 鉾田市 59.4 
日高町 69.9 4 弘前市 62.9 
由良町 66.3 5 浜松町 68.3 
日高川村 67.7 6 熊本市 62.4 
和歌山県 65.4 7 八代市 60.0 
全国 67.0 8 豊橋市 63.9 

9 鶴岡市 64.8 
10 北見市 56.2 

表2：人口の推移

出所:国勢調査。
注1:全国の人口増減率は+1.2%（2015/95）。
注2:みなべ町は2004年10月、南部川村と南部町が合併して誕生した。

出所:農水省「2015
年農林業センサス」。
注:全 国 市 町 村 は
2018年ランキング
（市町村別農業産出
額耕種）。ただし、
平均年齢は2015年
農林業センサス。

表3：基幹的農業従事者の平均年齢（2015年）

加
工
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
梅
産
業
を
主
導

3
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／第 1 回 

和歌山 みなべ・田辺の梅システム
世界 を訪ねて農業遺産

江
戸
時
代
以
来
、
山
の
傾
斜
地
に
立
地

し
て
き
た
が
、
近
年
は
山
を
下
り
、
平
場

に
移
る
傾
向
が
あ
る
。水
田
に
梅
を
植
え
、

生
産
効
率
が
向
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
農

地
造
成
事
業
で
急
傾
斜
地
を
平
坦
に
し
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。

出
荷
は
、
昔
は
青
梅
４
割
、
白
干
し
６

割
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
青
梅
１
割
、
白

干
し
９
割
に
変
わ
っ
て
い
る
。
産
地
と
し

て
は
、
加
工
す
る
ほ
う
が
付
加
価
値
が
増

え
、
い
い
方
向
で
あ
る
。

梅
加
工
業
者
は
41
社
あ
る
（
加
工
販

売
）。
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
白
干
し
（
塩

分
20
％
）
を
減
塩
し
、
さ
ら
に
調
味
（
ハ

チ
ミ
ツ
、
し
そ
、
鰹
節
）
し
た
製
品
と
し

て
販
売
し
て
い
る
。
農
家
か
ら
青
梅
で
仕

入
れ
加
工
業
者
が
塩
漬
け
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
ま
た
、
自
社
園
を
持
っ
て
い
な
い

加
工
業
者
は
２
～
３
割
く
ら
い
で
、
半
数

以
上
は
自
社
園
を
持
っ
て
い
る
。

加
工
業
者
は
規
模
が
大
き
く
、
従
業
員

数
１
０
０
人
以
上
も
あ
る
が
、
小
さ
く
て

も
10
人
程
度
で
あ
る
。
大
手
が
伸
び
、
中

小
は
減
る
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
加
工
業

者
数
は
増
え
て
い
る
。
農
家
が
自
分
で
加

工
し
た
も
の
を
ネ
ッ
ト
販
売
し
て
い
る
か

ら
だ
。

梅
生
産
者
は
減
る
傾
向
に
あ
る
。
後
継

者
の
い
な
い
農
家
の
梅
園
は
、
加
工
業
者

の
手
に
渡
っ
た
り
、
農
家
が
借
地
し
て
規

模
拡
大
し
て
い
る
。

生
産
者
と
加
工
業
者
の
取
引
は
、
契
約

栽
培
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は

近
年
減
っ
て
き
た
。
仲
買
人
が
間
に
入
る

傾
向
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
農

家
プ
ラ
ス
販
売
の
人
た
ち
が
仲
買
人
に
発

展
し
、新
規
参
入
し
て
き
た
。梅
の
グ
レ
ー

ド
、
サ
イ
ズ
別
に
Ａ
級
品
、
Ｃ
級
品
と
仕

分
け
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
市
場
の
機

能
分
化
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
、
存
在
価

値
が
あ
る
。
今
で
は
、
梅
の
流
通
量
は
仲

買
人
ル
ー
ト
が
多
い
。

調
味
梅
干
し
の
先
駆
者
㈱
ウ
メ
タ

南
高
梅
と
い
う
優
れ
た
品
種
の
効
果

で
、
み
な
べ
町
の
梅
産
業
は
発
展
し
て
き

た
が
、
今
日
の
発
展
は
「
加
工
業
主
導
」

と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

紀
州
み
な
べ
梅
干
協
同
組
合
代
表
理

事
、㈱
ウ
メ
タ
の
泰
地
祥
夫
社
長
（
61
歳
）

は
、
梅
干
し
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
語
っ

た
。「
梅
は
何
百
年
間
、
変
わ
ら
ず
に
推

移
し
て
き
た
。
昭
和
に
な
っ
て
発
展
し
、

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
以
降
、
産
業
と

し
て
成
立
し
た
」。

み
な
べ
梅
産
業
の
原
始
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は「
南
高
梅
」の
発
見（
１
９
０
２
年
）、

地
域
へ
の
普
及
（
１
９
３
１
年
）
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
65
年
以
前
は
ま
だ
昔
な
が

ら
の
産
業
で
あ
っ
た
。
65
年
に
「
南
高

梅
」
が
品
種
登
録
さ
れ
た
頃
か
ら
、
梅
干

し
用
に
い
い
品
種
と
し
て
皆
に
受
け
入
れ

ら
れ
、大
き
く
普
及
し
始
め
た
。
同
じ
頃
、

少
量
パ
ッ
ク
が
始
ま
り
（
以
前
は
バ
ケ
ツ

流
通
）、
や
が
て
量
販
店
で
の
販
売
が
始

ま
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
調
味
梅
干
し
の

出
現
も
同
時
期
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
60

年
代
後
半
、
南
高
梅
、
調
味
梅
干
し
、
少

量
パ
ッ
ク
と
、
品
種
、
加
工
、
流
通
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
に

出
揃
い
、大
き
な
発
展
の
契
機
に
な
っ
た
。

第
２
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
調
味
梅

干
し
の
出
現
。
64
年
（
昭
和
39
）
に
、
ウ

メ
タ
の
先
代
社
長
が
初
め
て
味
を
つ
け

た
。
梅
干
し
が
沢
山
出
来
す
ぎ
て
余
っ
た

の
で
、
当
時
流
行
っ
て
い
た
味
の
素
を
掛

け
た
。
味
が
丸
く
な
り
好
評
だ
っ
た
が
、

邪
道
と
言
わ
れ
た
よ
う
だ
。
味
付
け
と
同

時
に
、
塩
分
を
下
げ
、
塩
味
と
酸
味
を
抑

え
た
。

そ
の
後
、
業
界
で
は
鰹
節
梅
が
出
て
、

こ
れ
が
ブ
レ
ー
ク
し
た
。
そ
の
あ
と
、
ハ

チ
ミ
ツ
梅
が
出
た
。
今
日
で
は
、
ハ
チ
ミ

ツ
梅
干
し
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
味
付
け
が
梅
干
し
を
広
げ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。

第
３
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
通
信
販

売
で
あ
る
。こ
れ
は
70
年
代
に
始
ま
っ
た
。

現
状
、
ウ
メ
タ
の
場
合
、
量
販
店
・
ス
ー

パ
ー
向
け
出
荷
が
55
～
60
％
、
通
販
が
４

割
、
直
売
が
少
し
あ
る
。
通
販
が
梅
干
し

市
場
の
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
梅
の
消
費
拡
大
に
は
、

調
味
梅
干
し
の
出
現
や
、
販
売
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
潮
流
の
中
に

あ
っ
て
、
み
な
べ
町
の
梅
が
伸
び
た
背
景

に
は
「
南
高
梅
」
の
存
在
が
大
き
い
。
90

年
頃
（
平
成
初
め
）
か
ら
、
商
品
の
ラ
ベ

ル
に
は
「
南
高
梅
」
と
書
く
よ
う
に
な
っ

た
（
Ｊ
Ａ
は
77
年
か
ら
紀
州
南
高
梅
と
書

い
て
い
た
）。
皆
で
「
南
高
梅
」
を
使
い
、

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
。

か
く
し
て
、20
年
前
頃（
90
年
代
中
葉
）、

梅
業
界
は
栄
え
た
。
み
な
べ
町
は
栽
培
面

積
１
０
０
０
ha
、
生
産
量
１
万
ｔ
か
ら
、

写真２：梅干しの加工工程（ウメタの工場）  

写真3：商品のひとつ「あ
かね」（しそ）

※写真2、3とも㈱ウメ
タ提供
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１
６
０
０
ha
、
３
万
ｔ
に
増
え
た
。
み
な

べ
梅
産
業
の
全
盛
期
で
あ
る
。
現
在
、
梅

の
消
費
は
横
ば
い
気
味
で
、
産
業
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
ピ
ー
ク
は
峠
を
越
え
た
と

み
ら
れ
て
い
る
。「
次
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
何
か
」泰
地
社
長
は
模
索
し
て
い
る
。

機
能
性
食
品
と
し
て
期
待

調
味
梅
干
し
の
先
駆
者
で
あ
る
㈱
ウ
メ

タ
は
、
梅
干
し
製
品
の
７
割
が
ハ
チ
ミ
ツ

漬
け
で
あ
る
。
な
お
、
農
家
か
ら
仕
入
れ

た
塩
分
20
％
梅
を
減
塩
し
、
主
力
製
品
は

塩
分
５
％
で
あ
る
。

梅
干
し
産
業
は
、
案
外
付
加
価
値
が
高

い
。
仕
入
単
価
は
一
粒
30
～
40
円
で
あ
る

が
（
塩
分
20
％
白
干
し
）、
ハ
チ
ミ
ツ
漬

け
や
鰹
節
漬
け
に
加
工
さ
れ
る
と
、
末
端

小
売
価
格
は
一
粒
２
０
０
～
３
０
０
円
に

な
る
（
南
高
梅
の
場
合
）。「
た
か
が
梅
干

し
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
結
構
高
級
食
品
な

の
で
あ
る
。
通
販
や
直
売
の
場
合
、
流
通

経
費
を
吸
収
で
き
る
の
で
付
加
価
値
は
大

き
い
。

同
社
の
売
上
高
は
20
億
円
で
あ
る
。
従

業
員
は
１
０
４
人
で
あ
る
（
当
地
域
で
３

番
目
に
大
き
い
）。
１
０
４
人
の
内
訳
は

工
場
６
割
、
販
売
・
事
務
４
割
で
あ
る
。

工
場
を
訪
問
し
て
事
務
所
に
入
っ
た
瞬

間
、
沢
山
の
若
い
女
性
が
目
に
入
っ
て
き

て
驚
い
た
。「
工
場
」
訪
問
で
、
こ
ん
な

光
景
は
珍
し
い
。
通
信
販
売
の
仕
事
に
就

い
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。直
売
店
に
も
、

７
、８
人
い
た
。
梅
の
付
加
価
値
の
高
さ

が
雇
用
を
可
能
に
し
て
い
る
。
加
工
・
販

売
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
発
展
し
た
同
社

は
、
地
域
の
雇
用
創
出
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
（
ウ
メ
タ
は
製
造
を
担
い
、
通
販

と
直
売
は
子
会
社
の
「
梅
翁
園
」
が
担
っ

て
い
る
）。

泰
地
社
長
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
下
降
も
あ
り
う
る
と
考

え
な
が
ら
も
、「
食
品
だ
か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
く
て
も
、
下
降
は
ゆ
っ
く
り
だ

ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
。
若
い
人
が
食
べ

て
く
れ
る
か
な
と
不
安
も
あ
る
が
、
梅
干

し
を
食
べ
る
歳
に
な
れ
ば
食
べ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
（
年
齢
に
よ
る
繰
り
返

し
）、
楽
観
的
で
も
あ
る
。

泰
地
社
長
は
、
梅
干
し
の
「
機
能
性
」

に
着
目
し
て
い
る
。
梅
は
カ
リ
ウ
ム
、
β

－
カ
ロ
チ
ン
、
エ
ポ
キ
シ
リ
オ
ニ
レ
シ

ノ
ー
ル
、
ク
エ
ン
酸
、
等
々
、
健
康
に
良

い
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

塩
漬
け
の
梅
は
商
品
に
な
る
が
、
梅
酢

は
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
梅
の
エ

キ
ス
は
薬
効
が
大
き
い
。
す
で
に
同
社
は

梅
酢
の
商
品
化
に
成
功
し
、「
梅
酢
ド
リ

ン
ク
」を
１
０
０
万
個（
１
２
０
㎖
）も
売
っ

て
い
る
。
梅
の
機
能
性
を
活
か
し
た
新
用

途
開
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
新
し
い
成

長
要
因
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

最
後
に
、
世
界
農
業
遺
産
の
影
響
に
つ

い
て
質
問
し
た
。「
売
り
上
げ
に
影
響
し

て
い
な
い
。
南
高
梅
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

効
果
の
方
が
大
き
い
」「
段
ボ
ー
ル
や
ラ

ベ
ル
に
も
、
い
っ
さ
い
世
界
遺
産
の
書
き

込
み
は
な
い
。
南
高
梅
“
特
選
”、
Ａ
ラ

ン
ク
と
書
い
て
い
る
」。

ミ
ツ
バ
チ
の
活
動
で
豊
凶
を
占
う

筆
者
が
み
な
べ
町
を
訪
問
し
た
の
は
４

月
初
め
で
あ
る
。
梅
の
開
花
は
２
月
初
め

で
あ
り
、
も
う
小
さ
な
実
が
び
っ
し
り
着

い
て
い
た
。今
年
は
豊
作
の
よ
う
だ
。人
々

は
「
今
年
は
ミ
ツ
バ
チ
が
活
発
に
飛
ん
で

い
た
な
」
と
語
る
。

梅
は
豊
作
不
作
の
差
が
大
き
い
。
年
に

よ
っ
て
収
穫
が
３
～
４
割
も
変
動
す
る
。

南
高
梅
は
「
自
家
受
粉
」
し
な
い
の
で
、

ミ
ツ
バ
チ
の
働
き
が
重
要
で
あ
る
が
、
ミ

ツ
バ
チ
の
活
動
は
気
候
に
左
右
さ
れ
や
す

い
。
開
花
の
時
期
、
雨
が
多
い
と
、
ミ
ツ

バ
チ
の
働
き
が
悪
く
、
南
高
梅
は
受
粉
し

な
い
。
地
方
に
よ
っ
て
、
作
物
の
豊
凶
の

占
い
は
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
当
地
で
は
ミ
ツ

バ
チ
の
活
動
で
豊
凶
を
占
っ
て
い
る
。

松
川
農
園
の
現
場
か
ら

東
岩
代
地
区
の
松
川
農
園
を
訪
ね
た
。

松
川
哲
朗
氏
（
63
歳
）
は
梅
農
家
３
代
目

で
、
経
営
規
模
は
５
ha
、
地
域
で
一
番
大

き
い
（
通
常
１
ha
）。
梅
の
生
産
、
加
工
、

販
売
も
手
掛
け
、６
次
産
業
化
し
て
い
る
。

現
在
、
梅
干
生
産
者
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
梅
部

会
、
農
業
委
員
会
な
ど
み
な
べ
町
農
業
関

係
７
団
体
か
ら
な
る
「
み
な
べ
ア
グ
リ
」

会
長
で
あ
り
、
地
域
を
代
表
す
る
農
業
経

営
者
で
あ
る
。

昔
か
ら
の
畑
と
い
う
傾
斜
地
の
梅
園
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
（
１
・
５
ha
規
模
）。
比

較
的
緩
や
か
な
傾
斜
地（
傾
斜
20
～
25
度
）

で
、
自
宅
か
ら
車
で
10
分
。
当
梅
園
の
上

に
キ
ン
カ
ン
畑
、
そ
の
上
に
他
人
の
梅
園

が
あ
る
。
傾
斜
の
緩
や
か
な
里
山
で
、
地

味
も
高
い
よ
う
だ
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
は
も
っ

と
急
傾
斜
で
や
せ
地
に
残
っ
て
お
り
、
こ

の
里
山
に
は
な
い
。

梅
は
２
年
苗
で
植
え
、
収
穫
に
は
10
年

以
上
か
か
る
が
、
松
川
梅
園
は
２
代
目
の

木
が
生
え
て
お
り
平
均
30
年
以
上
の
古
木

で
あ
る
。
１
０
０
年
前
は
雑
木
林
だ
っ
た

よ
う
だ
（
ウ
バ
メ
ガ
シ
で
は
な
く
）。
当

梅
園
は
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
い
な
い
の

で
、
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
を
使
っ
て
い
る
。
２

月
初
め
～
３
月
初
め
に
１
カ
月
間
、
農
協

の
あ
っ
せ
ん
で
導
入
し
て
い
る
。
リ
ー
ス

料
は
１
箱
７
０
０
０
円
、
１
・
５
ha
分
で

10
箱
使
う
。

栽
培
品
種
は
南
高
梅
１
０
０
％
で
あ

る
。
ジ
ー
ち
ゃ
ん
の
時
代
か
ら
南
高
梅
で

あ
る
（
当
時
は
ま
だ
“
雑
種
”）。
た
だ
し
、

南
高
梅
は
自
家
受
粉
し
な
い
の
で
、
交
配

南
高
梅
栽
培
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

4



17 農業経営者 2021 年 6 月号

／第 1 回 

和歌山 みなべ・田辺の梅システム
世界 を訪ねて農業遺産

樹
が
１
割
近
く
混
じ
っ
て
い
る
。
梅
は
10

ａ
当
た
り
30
本
植
え
る
が
、
う
ち
２
～
３

本
は
交
配
樹
で
あ
る
（
小
粒
南
高
、
Ｎ
Ｋ

14
）。
Ｎ
Ｋ
14
は
自
家
受
粉
す
る
南
高
梅

改
良
品
種
で
、
交
配
樹
と
し
て
も
使
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
交
配
樹
の
梅

も
南
高
梅
と
一
緒
に
梅
干
し
に
す
る
。

梅
の
新
品
種
開
発

Ｎ
Ｋ
14
は
南
高
と
剣
先
（
福
井
県
）
の

交
雑
種
で
、
２
０
０
９
年
に
登
録
さ
れ
た

新
し
い
品
種
で
あ
る
。
自
家
受
粉
で
き
る

の
で
、
将
来
、
す
べ
て
Ｎ
Ｋ
14
に
代
わ
る

可
能
性
は
な
い
か
質
問
し
た
。松
川
氏「
い

や
、将
来
も
、南
高
梅
と
Ｎ
Ｋ
14
が
混
ざ
っ

た
樹
園
に
な
る
。
南
高
梅
は
皮
が
薄
く
肉

厚
で
柔
ら
か
く
、
梅
干
し
品
種
と
し
て
最

高
だ
。
全
部
を
Ｎ
Ｋ
に
変
え
る
と
、
紀
州

南
高
梅
の
ブ
ラ
ン
ド
が
使
え
な
く
な
る
の

で
、
南
高
梅
は
残
る
」
と
い
う
。

梅
は
新
品
種
開
発
が
活
発
で
あ
る
。
自

家
受
粉
し
な
い
と
い
う
南
高
梅
の
欠
点
克

服
と
病
気
に
強
い
梅
を
目
指
し
て
、「
星

秀
」
や
「
星
高
」
な
ど
新
品
種
が
開
発
さ

れ
、
受
粉
樹
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
て
い

る
。
自
家
受
粉
す
れ
ば
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

は
不
要
と
な
る
の
で
、“
脱
・
世
界
遺
産

条
件
”
を
創
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、ま
だ
南
高
梅
を
駆
除
す
る
力
は
な
い
。

補
助
の
役
割
だ
。
す
る
と
、
ミ
ツ
バ
チ
も

未
来
永
劫
必
要
か
（
注
２
）。

松
川
農
園
は
６
次
産
業
化
し
て
い
る
。

１
ha
当
た
り
15
ｔ
収
穫
し
、
梅
酒
用
な
ど

青
梅
で
の
販
売
、
１
次
加
工
品
（
塩
分

20
％
）
を
梅
干
し
加
工
業
者
に
販
売
す
る

ほ
か
、
自
ら
し
そ
梅
な
ど
最
終
製
品
ま
で

加
工
し
ス
ー
パ
ー
や
ネ
ッ
ト
で
売
っ
て
い

る
。
価
格
は
梅
干
し
用
１
次
加
工
品
が
１

㎏
１
０
０
０
円
、
最
終
製
品
は
Ａ
級
品

３
０
０
０
円
、
Ｂ
級
品
２
５
０
０
円
、
Ｃ

級
品
２
０
０
０
円
。
売
上
高
３
７
０
０
万

円
で
あ
る
。

注
２
：
み
な
べ
町
に
は
和
歌
山
県
果
樹
試
験
場

う
め
研
究
所
が
あ
り
、
梅
の
品
種
改
良
等
を
担

当
し
て
い
る
。
筆
者
の
仮
説
は
「
技
術
は
自
然
条

件
に
代
替
す
る
」（
農
業
＝
先
進
国
型
産
業
論
）

で
あ
る
。
県
の
試
験
場
は
自
家
受
粉
で
き
る
品

種
を
開
発
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
介
在
を
不
要
、

つ
ま
り
世
界
農
業
遺
産
の
“
認
定
要
件
”
か
ら

離
れ
、“
脱
・
世
界
遺
産
条
件
”
を
目
指
し
て
仕

事
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ま
だ
、
近

代
技
術
は
皮
の
薄
い
柔
ら
か
な
南
高
梅
を
超
え

る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
世
界

遺
産
は
技
術
よ
り
強
い
と
い
え
よ
う
。

収
穫
の
ネ
ッ
ト
革
命

梅
農
家
に
と
っ
て
一
番
の
繁
忙
期
は
収

穫
で
あ
る
。
６
月
初
め
か
ら
収
穫
期
を
迎

え
る
が
、梅
酒
用
は
６
月
10
日
、梅
ジ
ュ
ー

ス
用
は
15
日
、
梅
干
し
用
（
完
熟
）
は
20

日
以
降
に
収
穫
す
る
。
昔
は
完
熟
し
な
い

で
収
穫
し
て
い
た
が
、
今
は
梅
干
し
用
は

完
熟
も
の
を
使
う
の
で
、収
穫
が
大
変
だ
。

地
面
に
落
下
す
る
と
汚
れ
た
り
、
あ
る
い

は
傷
が
つ
き
商
品
価
値
が
低
下
す
る
が
、

30
年
く
ら
い
前
に
、
ネ
ッ
ト
革
命
が

起
き
た
。
ネ
ッ
ト
を
地
面
の
上
に
敷

き
、
自
然
落
下
し
て
も
傷
が
つ
か
な

い
工
夫
だ
。
ま
た
、
斜
面
に
ネ
ッ
ト

を
張
る
こ
と
で
落
ち
た
梅
が
一
カ
所

に
集
ま
る
の
で
拾
い
集
め
る
の
に
便

利
だ
。
こ
の
新
し
い
農
法
で
収
穫
の

効
率
が
上
が
り
、
同
時
に
品
質
が
向

上
し
た
。

梅
園
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
梅
の

木
の
枝
に
ブ
ル
ー
の
ネ
ッ
ト
が
か

か
っ
て
い
る
。
天
女
の
羽
衣
の
よ
う

な
風
景
だ
。
当
初
は
漁
師
か
ら
古
い

漁
網
を
も
ら
っ
て
、
草
の
生
え
た
地

面
に
漁
網
を
敷
い
て
自
然
落
下
を

待
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
今
は
風
除
け

用
の
ネ
ッ
ト
を
活
用
。
６
月
に
な
れ

ば
、
こ
の
ネ
ッ
ト
を
畑
（
草
生
栽
培
）
に

敷
い
て
自
然
落
下
を
待
つ
。
草
が
ク
ッ

シ
ョ
ン
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
収
穫
は
大
変
な
作
業
改
革
に

な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
現
在
、
５

人
で
、
１
・
５
ha
を
２
時
間
で
拾
え
る
。

ネ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
、
５
人
で
１
日
以
上

か
か
る
。
梅
の
管
理
は
高
齢
者
で
も
で
き

る
が
、
収
穫
は
担
い
手
不
足
で
あ
る
。
こ

の
ネ
ッ
ト
収
穫
へ
の
転
換
が
、
農
家
の
離

農
を
回
避
し
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は

な
い
。
梅
農
業
に
と
っ
て
大
き
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
収
穫
は
大
変
な
よ

う
だ
。
完
熟
梅
の
収
穫
は
15
日
か
か
る
。

毎
日
、
拾
い
集
め
る
仕
事
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、梅
酒
用
の
青
梅
は
手
取
り
で
あ
る
。

脚
立
を
使
っ
た
り
、
木
に
登
っ
て
の
収
穫

で
あ
り
、
こ
れ
も
大
変
な
よ
う
だ
。

最
後
に
、
世
界
農
業
遺
産
登
録
の
影
響

に
つ
い
て
聞
い
た
。松
川
氏「
農
家
に
と
っ

て
は
何
の
意
味
も
な
い
」。
言
下
に
返
っ

て
き
た
。「
足
元
を
固
め
る
こ
と
が
重
要

だ
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
後
継
者
も
な
く

な
り
、
や
が
て
離
農
に
つ
な
が
る
」。
頼

も
し
い
返
事
で
あ
っ
た
。
経
営
の
良
し
悪

し
こ
そ
問
題
と
い
う
こ
と
だ
。
経
営
力
が

あ
っ
て
初
め
て
、
結
果
と
し
て
世
界
遺
産

も
存
続
で
き
る
。
逆
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

写真4：ブルーネットがたなびく松川農園の梅林。
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紀
州
備
長
炭
は
、
温
暖
な
地
域
に
の
み

生
育
す
る
硬
い
材
質
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
木

を
１
０
０
０
度
以
上
の
高
温
で
焼
く
。
白

炭
の
最
高
傑
作
と
さ
れ
、
価
格
は
高
い
。

15
㎏
で
２
万
円
も
す
る
。
土
佐
の
備
長
炭

よ
り
１
～
３
割
高
い
。
世
界
一
高
価
な
木

炭
で
あ
る
。
衰
退
産
業
の
木
炭
業
界
の
中

に
あ
っ
て
、カ
ネ
に
糸
目
を
つ
け
な
い
人
、

ど
う
し
て
も
紀
州
で
な
い
と
い
か
ん
と
い

う
人
を
顧
客
に
、「
紀
州
備
長
炭
」
は
生

き
残
っ
て
い
る
。

　

旧
南
部
川
村
で
炭
焼
き
し
て
い
る
、
み

な
べ
町
備
長
炭
生
産
者
組
合
長
の
森
口
道

夫
氏
（
64
歳
）
を
訪
ね
た
。
道
夫
氏
は
林

業
２
代
目
で
あ
る
。
備
長
炭
１
０
０
０
俵

（
１
俵
15
㎏
）
の
製
炭
業
者
で
あ
る
。
原

木
が
採
り
や
す
い
山
を
買
え
た
と
き
は

１
５
０
０
俵
焼
け
る
。
消
費
税
を
払
っ
て

い
る
の
は
自
分
だ
け
と
い
う
（
つ
ま
り
販

売
金
額
１
０
０
０
万
円
以
上
）。
他
は
多

い
人
で
８
０
０
万
円
、
３
０
０
万
円
く
ら

い
の
人
も
い
る
よ
う
だ
。

　

窯
の
前
で
話
を
聞
い
た
。
炭
焼
き
小
屋

は
案
外
き
れ
い
だ
っ
た
。
煤
で
真
っ
黒
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
横
２
・
６
ｍ
、
奥

３
ｍ
、
高
２
・
７
ｍ
の
窯
が
二
つ
並
び
、

白
い
煙
を
出
し
て
い
た
。

　

今
の
窯
の
建
設
は
20
年
前
（
平
成

12
年
）、
投
資
額
は
約
５
０
０
万
円
。

１
回
で
４
０
０
～
４
５
０
㎏
出
炭
す

る
（
仮
に
１
俵
１
万
円
な
ら
26
万
～

30
万
円
分
）。
２
基
あ
る
の
で
、
年

に
40
回
出
炭
す
る
（
１
基
の
人
た
ち

は
年
30
回
か
）。
森
口
さ
ん
は
１
カ

月
で
休
み
は
２
日
く
ら
い
だ
と
い

う
。
結
構
厳
し
い
。

　

窯
の
脇
に
は
原
料
と
な
る
木
（
ウ

バ
メ
ガ
シ
）
が
立
て
ら
れ
て
あ
る
。

窯
の
中
に
は
縦
に
隙
間
な
く
び
っ
し

り
入
れ
る
（
横
に
寝
か
す
と
土
佐
備

長
炭
に
な
る
）。
直
径
５
㎝
の
原
木

が
焼
い
た
と
き
人
気
商
品
の
よ
う
だ

（
原
木
は
炭
に
な
る
と
８
分
の
１
に

な
る
）。
大
き
な
木
は
割
っ
て
焼
く
。
原

木
は
切
っ
て
す
ぐ
使
う
方
が
よ
い
。
枯
ら

す
と
品
質
が
落
ち
る
。
古
木
は
ダ
メ
、
若

い
木
が
よ
い
。

　

原
木
は
立
木
買
い
。
個
人
の
山
や
入
会

地
も
あ
る
。
山
の
伐
採
は
30
年
サ
イ
ク
ル

で
行
な
わ
れ
る
。
最
近
、
原
木
の
入
札
は

な
く
、
誰
に
切
ら
せ
る
か
は
山
林
所
有
者

の
意
向
次
第
で
あ
る
。

　

紀
州
備
長
炭
の
末
端
価
格
は
、
小

丸
１
万
８
０
０
０
～
２
万
円
、
半
丸

１
万
７
０
０
０
～
１
万
８
０
０
０
円
、

小こ
ず
み炭

８
０
０
０
～
１
万
円
、
外
５
０
０
０

円
で
あ
る
。一
番
売
れ
て
い
る
の
は
小
炭
、

う
な
ぎ
の
蒲
焼
や
高
級
料
理
屋
で
使
う
の

は
上(

太)

小
丸
。
一
番
消
費
量
が
多
い

の
は
焼
き
鳥
屋
の
よ
う
だ
。
備
長
炭
は
火

力
が
強
く
長
持
ち
す
る
の
が
特
徴
（
黒
炭

は
着
火
し
や
す
く
高
温
に
な
る
が
火
持
ち

が
短
い
）。

　

高
品
質
の
炭
を
焼
く
秘
訣
は
何
か
聞
い

た
。
森
口
氏
「
良
い
原
木
、
窯
の
良
し
悪

し
が
品
質
を
左
右
す
る
が
、技
術
も
あ
る
。

思
う
よ
う
に
焼
け
る
の
は
年
に
数
回
く
ら

い
だ
」。

　

備
長
炭
は
硬
い
。
鰹
節
み
た
い
だ
。
金

属
音
が
す
る
。
通
電
性
も
あ
る
（
黒
炭
は

電
気
を
通
さ
な
い
）。
硬
く
て
丈
夫
な
備

長
炭
は
、
風
鈴
、
箸
置
き
、
炭
琴
（
木
琴

み
た
い
な
楽
器
）
な
ど
新
分
野
で
も
利
用

が
考
え
ら
れ
る
が
、
硬
い
た
め
加
工
が
難

し
く
、価
格
が
高
い
の
が
難
点
の
よ
う
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
主
に
調
理
用
と
し
て
使
わ

れ
て
き
た
が
、
近
年
、
炭
の
消
臭
・
除
湿

効
果
や
、
汚
水
や
空
気
を
浄
化
す
る
作
用

を
活
用
し
た
、
燃
料
以
外
の
効
能
が
脚
光

を
浴
び
て
い
る
。
食
品
添
加
物
や
繊
維
加

工
の
分
野
な
ど
で
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
が
開

発
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

紀
州
備
長
炭
の
起
源
は
、
平
安
朝
時
代

の
弘
法
大
師
（
８
０
０
年
代
）
に
遡
る
。

昔
な
が
ら
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
熟
練
の

製
炭
技
術
で
、
日
本
一
の
品
質
と
日
本
有

数
の
生
産
量
を
誇
る
。
紀
州
備
長
炭
製
炭

技
術
は
１
９
７
４
年
、
和
歌
山
県
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
生
産
者
数
は
次
第
に
減
っ
て

い
る
。
森
口
氏
が
炭
焼
き
を
始
め
た
こ
ろ

（
約
40
年
前
）、
薪
炭
業
者
は
50
名
く
ら
い

い
た
。
現
在
は
27
名
に
な
っ
て
い
る
（
森

口
氏
に
は
３
代
目
と
な
る
後
継
者
が
い

る
）。
生
産
量
も
減
っ
た
。

　

炭
が
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
か
聞

い
た
。
森
口
氏「
山
は
荒
れ
る
。
５
年
経
っ

た
ら
、
も
っ
と
減
る
だ
ろ
う
。
梅
も
不
便

な
と
こ
ろ
は
減
る
。
世
界
遺
産
も
不
安
定

に
な
る
」。
備
長
炭
の
機
能
性
を
活
用
し

た
新
用
途
開
発
が
切
に
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
だ
。

　

歴
史
を
生
き
な
が
ら
え
る
に
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
。梅
も
備
長
炭
も
、

新
用
途
開
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、
み

な
べ
・
田
辺
の
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
に

つ
な
が
り
そ
う
で
あ
る
。

写真5：炭焼きの窯（森口道夫氏の炭焼き小屋）

紀
州
備
長
炭
―
世
界
遺
産
も
う
ひ
と
つ
の
要
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和歌山 みなべ・田辺の梅システム
世界 を訪ねて農業遺産


